
今回の
表　紙

しゅうなんマイスター認定／消費者月間

本市出身の現代美術作家、渡辺おさむさんと、今年10歳になる小学4年生の子どもたちが一緒に、紙粘土
やアクリル画材を使い、周南市誕生10周年を祝うバースデーケーキを製作しました。未来への期待が高
まるような、華やかな特大のケーキに子どもたちも笑顔。作品は文化会館のロビーに展示中です。

周南市誕生10周年

渡辺おさむさん
現代美術作家

●今回の折り込み（はずしてお読みください）
　市民活動に役立つ講座のお知らせ
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私から　始める　未来のまちづくり



式
典
で
は
、ま
ず
10
周
年
記
念
事
業
市

民
実
行
委
員
会
の
野
尻
竜
弥
さ
ん
と
小

池
香
菜
絵
さ
ん
の
先
唱
に
よ
り
、全
員
で

市
民
憲
章
を
唱
和
。続
い
て
木
村
市
長
が

「『
自
然
』と『
産
業
』、そ
し
て『
市
民
力
』、

私
た
ち
の
誇
る
べ
き
財
産
で
あ
り
、未
来

に
向
け
た
発
展
の
原
動
力
で
す
。『
私
か
ら 

始
め
る 
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
』。こ
の『
私

か
ら
』の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
力
強
い
意

思
こ
そ
が
、こ
の
ま
ち
を
明
る
い
未
来
へ
と

導
き
ま
す
。10
周
年
の
節
目
を
記
念
し
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
を
踏
み
出

す
本
日
の
式
典
に
あ
た
り
、『
笑
顔
あ
ふ
れ

る
周
南
市
』の
実
現
の
た
め
、市
民
の
皆
様

と
と
も
に
汗
を
流
し
、感
動
を
分
か
ち
合

う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
、こ

こ
に
誓
い
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
米
沢
市
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、10
周
年
を
記
念
し
て
、市
の
発
展
に

功
績
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
。自
治
功
労
１

０
６
人
、教
育
文
化
功
労
21
人
、産
業
功

労
４
人
、厚
生
事
業
功
労
28
人
、自
治
善

行
１
社
に
、そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、周
南
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業

で
作
成
し
た
、シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、テ
ー
マ

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
の
表

彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、市
内
吹
奏
楽
団
に
よ
る

合
同
演
奏
や
市
Ｐ
Ｒ
映
画（
二
部
・
三
部
）が

お
披
露
目
さ
れ
、式
典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

周
南
市
誕
生
10
周
年
記
念
表

彰
受
賞
者（
50
音
順
・
敬
称
略
）

◇ 

自
治
功
労（
自
治
行
政
に
功
績
の
あ
っ
た
人
）

明
石
坤
生（
糀
町
）、秋
本
忠
則（
大
向
）、安

達 

曉（
大
津
島
）、有
國
美
恵
子（
鹿
野

下
）、有
馬
俊
雅（
須
々
万
奥
）、飯
田
唯
志

（
中
須
南
）、石
川
英
樹（
河
東
町
）、石
田
丞

治（
銀
南
街
）、石
田
幸
敏（
大
津
島
）、石
本

修
自（
み
な
み
銀
座
）、一
原
英
樹（
鹿
野

上
）、伊
藤 

進（
須
々
万
奥
）、伊
藤
禎
亮

（
夏
切
）、井
上 

潔（
四
熊
）、今
津
弘
子（
富

田
）、入
江
裕
之（
下
上
）、入
江
政
人（
湯

野
）、岩
田
キ
ミ（
鹿
野
下
）、魚
谷 

誠（
西

桝
町
）、宇
多 

純（
下
上
）、大
下
道
則（
粭

島
）、
大
山 

超（
呼
坂
）、
小
川
純
生（
楠

木
）、尾
﨑
眞
男（
垰
）、小
田
敏
雄（
須
々
万

本
郷
）、小
野
武
人（
莇
地
）、樫
山 

隆（
小

松
原
）、兼
石
慧
子（
鹿
野
中
）、河
村
英
男

（
須
万
）、神
本
康
雅（
夜
市
）、菊
地
光
雄

（
宮
の
前
）、國
冨 

晃（
二
番
町
）、神
足
孝
志

（
中
須
南
）、小
林
周
子（
鹿
野
上
）、佐
伯
好

治（
八
代
）、酒
井
隆
行（
小
松
原
）、逆
井
歌

代（
城
ケ
丘
）、佐
古
勝
文（
川
崎
）、實
近
昭

彦（
長
穂
）、佐
野 

弘（
徳
山
）、志
賀
武
男

（
西
千
代
田
町
）、柴
崎
和
彦（
戸
田
）、末
次

一
成（
大
神
）、末
廣 

勝（
鶴
見
台
）、杉
村

勝
美（
須
々
万
本
郷
）、⻆ 

廣（
大
島
）、瀬

戸
邦
夫（
大
河
内
）、平
良
憲
次（
久
米
）、立

道 

潔（
徳
山
）、田
村
哲
夫（
安
田
）、田
村

利
夫（
徳
山
）、田
村
文
明（
緑
町
）、田
村
勇

一（
城
ヶ
丘
）、德
本 

豊（
八
代
）、友
森 

智

（
大
河
内
）、長
野 

勝（
遠
石
）、中
村
久
壽
雄

（
新
地
町
）、中
村
俊
孝（
長
穂
）、中
村 

徹 

（
福
川
）、中
村
利
孝（
皿
山
町
）、中
村
康
彦

（
久
米
）、西
山
好
雄（
栗
屋
）、野
村
邦
幸

（
鹿
野
上
）、林 

康
隆（
湯
野
）、原 

勝
己

（
鹿
野
上
）、原
田 

茂（
飯
島
町
）、原
田
隆
則

（
大
向
）、久
野
利
夫（
大
河
内
）、福
田
清
志

（
西
桝
町
）、福
田 

哲（
沖
見
町
）、福
田
哲
行

（
徳
山
）、福
田
文
治（
上
迫
町
）、福
永
和
男

（
若
草
町
）、藤
井
宏
紀（
平
野
）、藤
田
加
代

（
徳
山
）、藤
本
絹
枝（
鹿
野
中
）、藤
元
茂
雄

（
青
山
町
）、藤
本 

剛（
清
光
台
町
）、藤
本

敏
路（
大
向
）、藤
原 

純（
桜
木
）、古
谷
幸
男

（
中
須
南
）、洞
﨑
伸
治（
鹿
野
上
）、堀
本 

明

（
戸
田
）、升
崎
美
彦（
新
清
光
台
）、松
田
喜

八
郎（
大
神
）、松
原
邦
夫（
戸
田
）、松
村
千

昭（
中
須
南
）、丸
山
和
之（
小
松
原
）、丸
山

幸
一（
栗
屋
）、峯 

清
人（
瀬
戸
見
町
）、峯

重
正
義（
四
熊
）、宮
﨑 

進（
平
野
）、宮
本 

進（
福
川
）、宮
本
満
雄（
鶴
見
台
）、守
田 

茂

平
成
15
年
４
月
21
日
に
誕
生
し
た
周
南
市
は
、今
年
10
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。

４
月
21
日（
日
）、文
化
会
館
で
は
、来
賓
を
は
じ
め
約
１
２
０
０
人
が
出

席
し
、周
南
市
誕
生
10
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
か
ら
　
始
め
る
　
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

周
南
市
誕
生
10
周
年
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（
樋
口
）、森
次
定
義（
松
保
町
）、森
原
軍
治

（
花
陽
）、安
永 

守（
鹿
野
上
）、屋
野
晴
一

（
慶
万
町
）、山
崎
勝
幸（
川
崎
）、山
本
登
志

雄（
新
町
）、山
本
光
良（
平
原
町
）、𠮷
岡 

明
博（
八
代
）、吉
國
克
巳（
鹿
野
中
）、吉
國

清
春（
鹿
野
中
）、𠮷
谷
川 

亮（
土
井
）

◇ 

教
育
文
化
功
労（
教
育
、文
化
の
向
上

に
功
績
の
あ
っ
た
人
）

飯
田
新
一（
新
町
）、池
田
信
子（
久
米
）、石

川
佳
世
子（
周
陽
）、伊
東
学
信（
樋
口
）、岩

崎 

章（
小
松
原
）、梅
原
豊
治（
代
々
木

通
）、惠
美
克
彦（
住
崎
町
）、川
戸
敬
子（
土

井
）、河
村
宜
樹（
光
市
虹
ヶ
丘
）、蔵
清
正
一

（
下
松
市
生
野
屋
）、黒
神
公
直（
遠
石
）、古

城
唯
夫（
大
津
島
）、小
山
良
昌（
山
口
市
湯

田
温
泉
）、水
津
修
司（
下
松
市
末
武
下
）、

武
居
篤
史（
慶
万
町
）、野
村
恒
民（
徳
山
）、

福
間
道
明（
岐
南
町
）、藤
井
洋
二（
福
川
中

市
町
）、松
村
和
彥（
呼
坂
）、村
井
尚
子（
江

の
宮
町
）、村
谷
和
夫（
中
須
南
）

◇ 

産
業
功
労（
農
林
水
産
な
ど
産
業
の
発

展
に
功
績
の
あ
っ
た
人
）

安
達
忠
治（
戸
田
）、片
岡
義
人（
徳
山
）、國

澤
信
親（
本
陣
町
）、佐
伯
伴
章（
中
須
北
）

◇ 

厚
生
事
業
功
労（
福
祉
の
増
進
や
地
域

環
境
の
整
備
に
功
績
の
あ
っ
た
人
）

浅
原
安
子（
久
米
）、石
田
邦
彦（
大
島
）、岩

﨑
幸
彦（
本
陣
町
）、宇
關
忠
夫（
大
河
内
）、

久
村
貴
美
子（
川
手
）、小
村
節
代（
遠
石
）、

實
近
浩
司（
莇
地
）、佐
野
千
鶴
子（
徳
山
）、

田
中
悦
子（
清
水
）、時
重
京
子（
戸
田
）、冨

永
節
子（
新
地
町
）、中
村
忠
行（
須
々
万
本

郷
）、中
村
恒
愛（
鹿
野
上
）、中
村
八
重
子

（
平
野
）、西
川
加
代
子（
戸
田
）、原
田
洋
子

（
呼
坂
）、福
田
雅
正（
福
川
）、藤
島
光
雄

（
社
地
町
）、藤
村
孝
子（
福
川
中
市
町
）、松

村
利
男（
久
米
）、松
本
孝
子（
戸
田
）、三
浦

静
子（
大
神
）、八
尾
紀
久
代（
瀬
戸
見
町
）、

安
永
広
文（
光
市
虹
ヶ
丘
）、山
本
孝
子（
平

野
）、米
澤
義
衛（
大
島
）、和
田
和
年（
三
笹

町
）、渡
邉
和
裕（
富
田
） 

◇ 
自
治
善
行（
５
０
０
万
円
以
上
の
寄
附

を
い
た
だ
い
た
団
体
）

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ

周
南
市
誕
生
10
周
年
記
念
事

業
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
テ
ー
マ
メ

ッ
セ
ー
ジ
表
彰（
敬
称
略
）

◇
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

▼
最
優
秀
賞
…
岡
寺
千
代
▼
優
秀
賞
…
岡

寺
政
幸
、藤
兼
雅
幸

◇
テ
ー
マ
メ
ッ
セ
ー
ジ

▼
最
優
秀
賞
…
萩
原
隼
也
▼
優
秀
賞
…
弘

中
安
乃
、山
本
哲
也

2013.5.13

問合せ　総務課法務担当☎0834-22-8261

10周年記念のイベントに参加して、
専用の台紙にスタンプが５個または10
個たまったら応募してください。抽選で
記念品が当たります。
コ ース・記念品　▼５個コース…徳山動物園象のぬいぐる
み、徳山動物園年間パスポート、図書カード▼10個コース
…ふくちり鍋４人前セット、周南市ふるさと産品詰め合わせ
応 募方法　12月27日（金）までに、対象イベントのスタンプラ
リーコーナー、総務課、各総合支所地域政策課、各支所
※ 対象イベントや台紙の入手方法など、詳しくはホームペー
ジ http://www.city.shunan.lg.jp/section/somu
/10shunen/stamprally.htmlまたは総務課へ問い合
わせてください。
問合せ　総務課法務担当☎０８３４-22-８２６１

菅原浩志監督（周南ふるさと
大志）による、市ＰＲ映画（ＤＶＤ
版３１分31秒）が完成し、10周
年記念式典で披露しました。
多くの皆さんに見てもらえるよう、ＤＶＤの貸し
出しや販売も行いますので、各地区の行事や会議
などで活用ください。
上 映場所　▼市民交流センター（随時）▼市役所
本庁舎受付（随時）▼市ホームページ▼インター
ネット動画配信サイト（Ｙｏｕ Ｔｕｂｅ）

Ｄ ＶＤ貸出　政策企画課・各総合支所地域政策課・
各支所・各公民館・各市立図書館
ＤＶＤ販売　政策企画課（１枚１，０００円）
問合せ　政策企画課企画担当☎０８３４-22-８４７８

10周年記念式典で完成披露

市ＰＲ映画完成
周南市誕生10周年記念

イベントスタンプラリー開催中



◆
岡お

か
で
ら寺 

竹ち
く
ゆ
う勇

さ
ん（
分
野
／
製
管
師
）

尺
八
の
製
管
に
長
年
従
事
し
、製
管
さ

れ
た
尺
八
は
、日
本
の
み
な
ら
ず
、世
界
中

で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

尺
八
の
普
及
活
動
も
熱
心
に
取
り
組

み
、定
期
演
奏
会
や
尺
八
教
室
を
通
し
て

尺
八
の
認
知
度
の
向
上
、尺
八
演
奏
家
の

育
成
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

【
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
の
活
動
内
容
】

●
尺
八
の
製
管
に
関
す
る
講
演

●
尺
八
の
演
奏
に
関
す
る
技
術
指
導

◆ 

田た

畑ば
た 

三み
つ

男お

さ
ん（
分
野
／
大
工〈
宮

大
工
〉）

大
工
、宮
大
工
と
し
て
長
年
従
事
し
、一

級
建
築
大
工
技
能
士
と
し
て
優
れ
た
技
術

と
豊
富
な
経
験
・
知
識
で
、多
く
の
若
手
大

工
の
指
導
や
育
成
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

山
﨑
八
幡
宮
秋
季
例
大
祭
の
本
山
神
事

で
用
い
る
、山
車
の
組
み
立
て
の
中
心
的

役
割
を
長
年
勤
め
、地
域
の
伝
統
文
化
の

保
存
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
の
活
動
内
容
】

●
建
築
大
工
に
関
す
る
技
術
指
導

◆ 

貞さ
だ

升ま
す 

孝た
か

昭あ
き

さ
ん（
分
野
／
土
木
建
築

サ
ー
ビ
ス
業〈
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
〉）

技
術
師（
建
設
部
門
：
鋼
構
造
お
よ
び

コ
ン
ク
リ
ー
ト
）の
国
家
資
格
を
保
有
し
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、橋
梁り
ょ
うの

補

修
・
補
強
に
関
す
る
豊
富
な
経
験
と
知
識

で
、多
く
の
橋
梁
の
長
寿
命
化
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

県
技
術
士
会
で
の
論
文
の
発
表
や
、徳

山
高
専
の
非
常
勤
講
師
を
通
し
て
、経
験
・

技
術
を
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
の
活
動
内
容
】

● 

橋
の
補
修
・
補
強
に
関
す
る
講
演
、技

術
指
導

◆
末す

え
ま
つ松 

武た
け
しさ

ん（
分
野
／
人
形
浄
瑠
璃
）

江
戸
時
代
に
周
南
市
安
田
地
区
に
伝
わ

っ
た
、人
形
浄
瑠
璃
芝
居
保
存
会
の
会
長

と
し
て
、長
年
、地
域
伝
統
文
化
の
保
存

と
普
及
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
小
学
校
で
の
活
動
や
、定
期
公

演
な
ど
に
よ
り
、後
継
者
の
育
成
、技
能
の

継
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

【
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
の
活
動
内
容
】

●
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
の
公
演
、技
術
指
導

◆ 

吉よ
し
お
か岡 

雅ま
さ
あ
き章

さ
ん（
分
野
／
プ
ラ
ン
ト

メ
ン
テ
ナ
ン
ス〈
と
び
〉）

と
び
職
人
と
し
て
若
く
し
て
業
務
に
精

通
し
、そ
の
優
れ
た
技
能
か
ら
多
く
の
企

業
か
ら
の
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

と
び
一
級
技
能
士
の
資
格
を
有
し
て
お

り
、技
術
指
導
の
ほ
か
、と
び
職
の
認
知
度

や
、イ
メ
ー
ジ
向
上
の
た
め
、地
域
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

【
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
の
活
動
内
容
】

●
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
実
演
、技
術
指
導

し
ゅ
う
な
ん

マ
イ
ス
タ
ー
を

認
定
し
ま
し
た

市
で
は
卓
越
し
た
技
術
、技
能
を
持
っ
て
い
る

人
を「
し
ゅ
う
な
ん
マ
イ
ス
タ
ー
」と
し
て
認
定
・

表
彰
し
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
は
、そ
の
社
会
的
評

価
を
高
め
る
と
と
も
に
、講
演
な
ど
を
通
じ
て
技

術
、技
能
の
継
承
、人
材
の
育
成
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
平
成
22
年
度
に
創
設
。24
年
度
は
５
人
を「
し
ゅ

う
な
ん
マ
イ
ス
タ
ー
」と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

写真は左から、貞升さん、田畑さん、岡寺さん、市長、末松さん、吉岡さん

問
合
せ

　商
工
振
興
課
商
工
労
働

担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
３
７
3
・

shoko@
city.shunan.lg.jp

マイスターの積極的な
活用を募集しています

● 学校や公民館などでの講演
や実習の指導
● 企業が必要としている技術
や技能の向上のための指導
● 周南地域地場産業振興セン
ターで開催する講演会の講師
　その他、ものづくりに関する
活動など、しゅうなんマイスタ
ーの積極的な活用を随時募集
しています。
※ 市では、依頼内容やマイス
ターの日程調整などを行い
ます。
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No!

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、経
済
社
会
と
の

関
わ
り
が
深
く
、あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
多
様

化
・
複
雑
化
し
、地
域
や
家
庭
の
つ
な
が
り

が
弱
ま
る
な
か
、悪
質
商
法
な
ど
の
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
が
一
層
、多
様
化
・
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し

て
、私
た
ち
消
費
者
が
消
費
者
被
害
や
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、一
人
ひ
と
り
が
自

ら
進
ん
で
知
識
を
修
得
し
、情
報
を
収
集

問
合
せ

　生
活
安
全
課
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
４‐
22‐８
３
２

１
・
０
８
３
４‐22‐８
２
４
３

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。そ
し
て
、正
確

な
知
識
と
理
解
を
深
め
、落
ち
着
い
て
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

契
約
す
る
時
も
、一
人
で
す
ぐ
に
決
め
な

い
で
、家
族
や
見
守
り
の
人
に
意
見
を
聞
い

て
か
ら
契
約
し
て
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
】

消
費
者
月
間
は
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り

自
ら
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、消
費

生
活
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
出

前
講
座
の
開
催
、消
費
者
と
し
て
商

品
を
購
入
し
た
り
、サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
り
す
る
と
き
に
起
こ
る
販

売
方
法
、契
約
内
容
、品
質
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
、問
題
解
決
の
た
め

の
助
言
・
あ
っ
せ
ん
を
行
う
な
ど
、

自
立
を
め
ざ
す
消
費
者
を
支
援
す

る
事
業
や
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所

　市
役
所
本
庁
西
館
１
階（
生

活
安
全
課
内
）

相
談
受
付
時
間

　月
〜
金
曜
日（
祝

日
は
除
く
）８
時
30
分
〜
17
時
15
分

相
談
専
用
電
話

　☎
０
８
３
４‐
22

‐
８
３
２
１
・
０
８
３
４‐
22
‐
８
２

４
３

　　消費生活セミナー

利
用
し
て
く
だ
さ
い

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
消
費
者
が
、暮
ら
し
を
取
り
巻
く
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、じ
っ
く
り
考
え
、

行
動
す
る
た
め
の
期
間
で
す
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
学
ぶ
こ
と
か
ら

は
じ
め
よ
う
〜
自
立
し
た
消
費
者
に
向
け

て
〜
」で
す
。

消
費
者
が
安
心
し
て
、安
全
で
豊
か
な
消

費
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市消費生活センターでは、消費者月間記念事業と
して、消費生活展と消費生活セミナーを開催します。

知っちょってですか？ クリーニングの知識
～プロが教える洗濯の技！～

日時　5月25日（土）13時30分～15時
定員　40人（受け付け順）
申 込み　５月13日（月）から、住所・氏名・電話番号
を、電話・ファクスで、消費生活センター

くらし豊かに消費生活展

期日　５月９日（木）～25日（土）
内 容　クリーニングに関するパネル展示・消費者
団体の活動事例・消費生活に関する
トラブル事例・関連図書の紹介

いずれも
場所　中央図書館
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対
象
者
　
次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
人

●
対
象
に
な
る
建
築
物
の
所
有
者

●
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

●
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

対
象
に
な
る
建
築
物
　
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
額
　
耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用

（
消
費
税
相
当
額
を
除
く
）と
基
準
額
の
い

ず
れ
か
少
な
い
額
の
３
分
の
２
以
内
の
額

で
、１
０
０
万
円
を
上
限

募
集
棟
数
　
１
棟

　
申
請
窓
口

●
住
宅
課
住
宅
企
画
担
当

時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日

曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

こ
の
ほ
か
に
関
連
事
業
と
し
て
、次
の

補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業

　
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を
実
施
す
る
人

に
、そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
の

要
件
に
該
当
す
る
人

対
象
に
な
る
住
宅
　
木
造
住
宅
耐
震
診

断
事
業
の
要
件
に
該
当
す
る
住
宅

対
象
に
な
る
耐
震
改
修
　
次
の
全
て
の
要

件
に
該
当
す
る
耐
震
改
修

● 

住
宅
の
所
有
者
が
実
施
す
る
耐
震
改
修

● 

建
築
士
事
務
所
に
所
属
す
る
建
築
士

が
、日
本
建
築
防
災
協
会
発
行
の「
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」に

よ
り
行
っ
た
耐
震
診
断
の
結
果
、上
部

構
造
評
点
が
1.0
未
満
と
さ
れ
た
住
宅

を
1.0
以
上
と
す
る
耐
震
改
修

補
助
金
の
額
　
耐
震
改
修（
補
強
工
事
お

よ
び
補
強
工
事
に
係
る
設
計
、監
理
）に
要

す
る
費
用（
消
費
税
相
当
額
を
除
く
）の
３

分
の
２
以
内
の
額
で
、30
万
円
を
上
限

募
集
戸
数
　
５
戸

　
多
数
の
人
が
利
用
す
る
建
築
物
の
耐
震

診
断
を
実
施
す
る
人
に
、そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　
市
で
は
、木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進

す
る
た
め
、無
料
で
耐
震
診
断
員
の
派
遣

を
行
い
ま
す
。

　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

対
象
者
　
次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
人

●
対
象
に
な
る
住
宅
の
所
有
者

●
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

●
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

対
象
に
な
る
住
宅
　
次
の
全
て
の
要
件
に

該
当
す
る
住
宅

●
市
内
に
あ
る
一
戸
建
て
の
住
宅

● 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
も
の

● 

在
来
軸
組
工
法
、枠
組
壁
工
法
ま
た
は

伝
統
工
法
で
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

●
階
数
が
３
階
以
下
の
も
の

● 

併
用
住
宅（
居
住
部
分
と
業
務
部
分
が

併
存
し
て
い
る
住
宅
）の
場
合
は
、居
住

部
分
の
床
面
積
が
、延
床
面
積
の
２
分

の
１
以
上
を
占
め
る
こ
と

※ 

昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
増
築
が
あ

る
場
合
は
、対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

募
集
戸
数
　
25
戸

　
　
　

受付期間：5月10日（金）～12月27日（金） ※ 

過
去
に
同
一
の
事
業
で
補
助
金
な
ど
を
受
け
て
い
る

　
場
合
は
、対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

無
料
で
耐
震
診
断
員
を

派
遣
し
ま
す

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

詳細は、市ホームペー
ジでも閲覧できます

▼耐震化促進事業
http://www.city.shunan.
lg.jp/section/jutaku/juta
kukikaku/taisintp_1.html

多
数
利
用
建
築
物
耐
震
診
断

事
業

問
合
せ
　
住
宅
課
住
宅
企
画
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
３
４
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条
例
制
定
の
背
景

　
近
年
、所
有
者
が
遠
方
に
住
ん
で
い
た

り
、経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
、適
正
に

管
理
さ
れ
な
い
空
き
家
が
増
え
、全
国
的

に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
の
た
び
、空
き
家
な
ど
の
管

理
の
適
正
化
を
図
り
、市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
、安
全
な
地
域
社

会
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、「
周
南
市
空
き

家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」を
制

定
し
ま
し
た
。こ
の
条
例
は
、10
月
１
日
に

施
行
さ
れ
ま
す
。

 

条
例
の
内
容

条
例
で
は
、空
き
家
の
所
有
者
な
ど

（
※
）に
対
し
て
、建
物
や
工
作
物
の
適
正

な
管
理
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、空
き

家
な
ど
が「
管
理
不
全
な
状
態
」に
な
っ
た

と
き
に
、市
が
行
う
こ
と
の
で
き
る
手
順

を
定
め
て
い
ま
す
。こ
の
条
例
で「
管
理
不

全
な
状
態
」と
は
、次
の
２
つ
の
場
合
を
い

い
ま
す
。

● 

建
物
な
ど
が
倒
壊
し
、ま
た
は
建
築
材

が
飛
散
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、人
の
生

命
、身
体
、ま
た
は
財
産
に
被
害
を
与

え
る
お
そ
れ
が
あ
る
状
態

● 

不
特
定
の
者
が
侵
入
す
る
こ
と
に
よ
り

火
災
ま
た
は
犯
罪
が
誘
発
さ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
状
態

管
理
不
全
な
状
態
に
あ
る
空
き
家
な
ど

に
つ
い
て
は
、市
が
所
有
者
な
ど
に
対
し
て

助
言
・
指
導
、勧
告
、命
令
、氏
名
な
ど
の

公
表
を
す
る
こ
と
が
で
き
、そ
れ
で
も
管

理
不
全
な
状
態
が
解
消
し
な
い
場
合
に

は
、行
政
代
執
行
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
、

市
が
所
有
者
な
ど
に
代
わ
っ
て
、空
き
家

の
解
体
な
ど
を
行
い
、そ
の
費
用
に
つ
い
て

は
、所
有
者
な
ど
か
ら
徴
収
で
き
る
と
し

て
い
ま
す
。

※ 

所
有
者
な
ど
と
は
、建
物
の
所
有
者
の

ほ
か
、占
有
者
、相
続
人
な
ど
、建
物
を

管
理
す
る
義
務
の
あ
る
人
を
い
い
ま
す
。

 

空
き
家
の
管
理

た
と
え
空
き
家
で
あ
っ
て
も
、建
物
は
個

人
の
財
産
で
あ
り
、そ
の
管
理
は
、所
有
者

が
責
任
を
持
っ
て
行
う
べ
き
も
の
で
す
。も

し
、建
物
の
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

が
原
因
と
な
っ
て
人
や
財
産
に
損
害
を
与

え
た
と
き
に
は
、所
有
者
が
損
害
を
賠
償

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

空
き
家
を
所
有
す
る
皆
さ
ん
は
、老
朽

化
な
ど
に
よ
り
空
き
家
が
周
囲
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、今
後
も
建

物
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
ば
ら
く
家
を
空
け
る
場
合
は
、近
所

の
人
に
連
絡
先
を
伝
え
て
お
く
な
ど
、普

段
か
ら
地
域
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

ま
た
、お
住
ま
い
の
地
域
に
適
正
な
管

理
が
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
が
あ
る
場
合

に
は
、所
有
者
に
連
絡
を
と
る
な
ど
、地
域

で
で
き
る
こ
と
は
、地
域
で
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

所
有
者
が
不
明
な
場
合
な
ど
、地
域
で

対
応
が
困
難
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、市
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
生
活
安
全
課
生
活
安
全

担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
２
４
０

空
き
家
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例

を
制
定
し
ま
し
た

空
き
家
の
管
理
の
適
正
化
を
図
り
、地
域
の

安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
の「
周
南

市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」が

10
月
1
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。



市
長

随
想

みんなのひろば

４
月
21
日
、「
周
南
市
誕
生
10
周

年
記
念
式
典
」の
会
場
で
、お
そ
ら

く
そ
の
場
の
誰
よ
り
も
緊
張
し
て

い
た
私
で
す
が
、そ
の
理
由
は
…
。

実
は
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、市
民

吹
奏
楽
団
合
同
演
奏
の
指
揮
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
な
の
で
す
。

生
来
、不
器
用
な
私
で
す
。テ
レ

ビ
で
見
る
さ
っ
そ
う
と
し
た
指
揮
者

の
姿
に
憧
れ
は
あ
り
ま
し
た
が
、ま

さ
か
自
分
が
文
化
会
館
の
舞
台
で

指
揮
を
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
吹
奏
楽
は
、一
人

ひ
と
り
が
違
う
楽
器
を
演
奏
し
な
が

ら
、メ
ロ
デ
ィ
、伴
奏
、ハ
ー
モ
ニ
ー
な

ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、指
揮

者
も
奏
者
も
心
を
一
つ
に
し
て
、全
体

で
美
し
い
音
楽
を
響
か
せ
ま
す
。そ
の

過
程
は
、ま
さ
に「
ま
ち
づ
く
り
」そ

の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

指
揮
者
で
あ
る
市
長
は
、曲
の
イ

メ
ー
ジ
を
奏
者
に
的
確
に
伝
え
、一

人
ひ
と
り
の
音
色
に
し
っ
か
り
耳
を

傾
け
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を

引
き
出
し
、調
和
を
図
っ
て
、一
つ
の

作
品
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。行
政

は
、演
奏
会
の
舞
台
を
整
え
る
裏
方

の
仕
事
も
し
っ
か
り
こ
な
し
ま
す
。

そ
し
て
、何
よ
り
主
役
で
あ
る
奏

者
は
、市
民
の
皆
さ
ん
で
す
。

次
の
10
年
、20
年
、さ
ら
に
未
来

へ
と
続
く
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
は
、

今「
開
演
」し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、観
客

で
は
な
く
、奏
者
と
し
て
ご
活
躍
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。輝
か
し

い
音
楽
を
と
も
に
奏
で
る
こ
と
で
感

動
を
分
か
ち
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、当
日
は
、優
し
い
奏
者
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
な
ん
と
か
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
の
指
揮
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、あ

え
て
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
こ
と
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
と

演
奏
会

「
須
金
ら
し
さ
を
生
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
で
、地
域
を
盛

り
上
げ
、絆
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で

す
」と
話
す
の
は
、須
金
Ｒリ

ボ

ン

ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
福
田
陽
一
さ
ん

で
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
柱
と
な

る
の
は
、５
月
５
日（
祝
）に
行
う「
農ノ
ウ

ｇガ

ニ

ッ

ク

ａｎ
ｉｃ 

Ｆフ

ェ

ス

タ

ｅｓ
ｔａ
」と
、６
月
14
日

（
金
）〜
23
日（
日
）に
行
う「
ほ
た
る

の
す
が
ね
」の
企
画
、運
営
で
す
。こ

の
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
は
昨
年
、須
金

地
区
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、大
き
な

反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　「
ゆ
っ
く
り
須
金
の
地
を
感
じ
て

ほ
し
く
て
、立
ち
上
げ
た
イ
ベ
ン
ト

で
す
。20
代
、30
代
が
中
心
と
な
り
、

先
輩
世
代
と
は
違
っ
た
目
線
で
、須

金
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

で
す
」と
、福
田
さ
ん
は
思
い
を
話
し

ま
す
。「
農
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ 

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
」

は
、親
子
が
自
然
や
食
を
一
緒
に
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
、青
空
の
下
で

行
う
ヨ
ガ
や
、新
開
発
の
グ
ル
メ
も

新
し
く
登
場
し
ま
す
。ま
た「
ほ
た
る

の
す
が
ね
」は
、ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー

ト
に
乗
り
、川
面
か
ら
ホ
タ
ル
を
眺

め
る
企
画
で
、今
年
は
10
日
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　「
高
齢
化
し
て
い
る
地
域
で
は
あ

り
ま
す
が
、若
者
た
ち
も
こ
こ
で
の

暮
ら
し
を
楽
し
み
、誇
り
を
持
っ
て

暮
ら
し
て
い
ま
す
。今
年
は
周
南
市

10
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
以
上
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
、

須
金
と
い
う
山
の
奥
か
ら
元
気
を
発

信
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
福
田
さ

ん
は
話
し
、チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
準

備
を
進
め
ま
す
。

ツリークライミングやドラム缶ピザなど、須金らしい
企画が満載の農ganic Festa

周
南
市
長  

木
村
健
一
郎

　

須金の自然を体験し、
魅力を知ってほしい

須金R
リ ボ ン

eBORNプロジェクト会長

福
ふく

田
だ

陽
よう

一
いち

さん 
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毎年恒例の「花とワインフェスティバル」が今年から名称
も変更して魅力アップ。あいにくの雨ながら、春の花と各地
の特選品やグルメを求めて、多くの家族連れでにぎわいま
した。子どもたちは楽しくフラワーアレンジメントに挑戦。き
れいな花を一本ずつ丁寧に並べていくと、同じ花を使って
も、それぞれに個性がある、素敵な作品になりました。

本市が誕生して10周年を迎えるこの日、徳山動物園で
もお祝いの催しが行われ、入園ゲートには、開園を待つ皆
さんで、長い列が出来ました。イベントは、動物カレンダー
の配布やお楽しみ抽選会、着ぐるみツヨシとじゃんけんで
勝負をするゲームなど多彩な内容。訪れた皆さんは、記念
品を手に、春の１日を満喫しました。

PHOTOdeShunan
ふぉとde周南

市 民 の 皆 さ ん の 活 動 に 大 接 近！

花とワインとグルメの祭典

おめでたい１日を、みんなでお祝い

鹿野地域の魅力を満喫できる、石船温泉さくらまつりが
開催されました。会場では演舞やカラオケなどのステージ
イベントが行われ、地区の皆さんによる露店も並びました。
恒例のさくら寿司のふるまいは、開会前から長蛇の列がで
きるほどの人気ぶり。錦川沿いに設けられたお茶席も、春
の訪れを楽しむ皆さんであふれ、大いににぎわいました。

春の訪れを感じる、ほがらかな１日

花☆ワイン周南まんま
市場

場所：キリンビバレッジ周南総
合スポーツセンターー4

6･7

石船温泉さくらまつり

場所：石船温泉周辺
4
14

周南市誕生10周年記
念日開園

場所：徳山動物園

熊毛地域をはじめ、多くの人が訪れる春のお祭りが、桜が
舞い散る中で開催されました。会場では、吹奏楽の演奏や
ピエロのショーなどのイベントが行われ、しし焼肉などの飲
食コーナーも登場しました。恒例の三丘温泉音頭では、初
めての人も桜の枝の飾りを持って、飛び入りで参
加。大人も子どもも楽しく踊る様子に、観客
の皆さんから笑顔がこぼれました。

桜に囲まれて、たくさんの笑顔も花開いた1日

4
21

桜に囲まれ たくさんの笑顔も花開 た

三丘温泉さくらまつり

場所：東善寺やすらぎ
の里周辺4

7
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相
談

住
宅
無
料
相
談
会

建
物
の
新
築
や
増
改
築
、耐
震
化

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　5
月
11
日（
土
）・
25
日（
土
）

13
時
〜
16
時

場
所

　市
民
館

問
合
せ

　住
宅
課
住
宅
企
画
担
当
☎

０
８
３
４‐22‐８
３
３
４
、県
建
築
士
会

徳
山
支
部
☎
０
８
３
４‐28‐５
２
２
６

行
政
相
談

市
内
で
は
、８
人
の
行
政
相
談
委

員
が
、国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の

苦
情
や
要
望
を
聞
き
、関
係
機
関
に

連
絡
や
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員

　桂 

敬
孝
さ
ん

（
須
々
万

）、兼
重 

智
さ
ん（
栗
屋

）、田
原 

巖
さ
ん（
鹿
野
下
）、寺
本

時
、東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

問
合
せ

　高
齢
者
支
援
課
福
祉
調

整
・
高
齢
者
支
援
担
当
☎
０
８
３
４‐

22‐８
４
６
５お

知
ら
せ

市
戦
没
者
追
悼
式

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
皆
さ

ん
の
追
悼
と
、恒
久
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
に
、市
戦
没
者
追
悼
式
を
行

い
ま
す
。

日
時

　５
月
10
日（
金
）９
時
30
分
〜

場
所

　文
化
会
館

問
合
せ

　高
齢
者
支
援
課
福
祉
調

整
・
高
齢
者
支
援
担
当
☎
０
８
３
４‐

22
‐
８
４
６
５

徳
山
動
物
園
の
臨
時
開
園

５
月
は
、休
園
日
に
あ
た
る
火
曜

日
も
、通
常
通
り
開
園
し
ま
す
。

問
合
せ

　徳
山
動
物
園
☎
０
８
３
４

‐22‐８
６
４
０

宣
弘
さ
ん（
八
代

）、冨
永
節
子
さ
ん

（
新
地
町

）、豊
田
澄
江
さ
ん（
岐
山

通

）、長
宗
正
之
さ
ん（
政
所

）、

中
村
ひ
と
み
さ
ん（
夜
市

）

退
任

　梅
田
洋
治
さ
ん
、國
冨
和
美

さ
ん
、竹
本 

新
さ
ん

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
催

日
時

　5
月
８
日（
水
）10
時
〜
12
時

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時

　5
月
9
日（
木
）９
時
〜
12
時

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時

　５
月
14
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

日
時

　5
月
16
日（
木
）10
時
〜
12

時
、13
時
〜
15
時

問
合
せ

　生
活
安
全
課
市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
４‐22‐８
３
２
０
、

行
政
相
談
委
員
に
関
す
る
こ
と
…
山

口
行
政
評
価
事
務
所
☎
０
８
３‐９
２

２‐１
５
９
１

人
権
擁
護
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時

　５
月
９
日（
木
）９
時
〜
12
時

問
合
せ

　鹿
野
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
４‐68‐２
３
３
１

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時

　5
月
14
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
合
せ

　熊
毛
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
３‐
92
‐
０
０
０
８

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

日
時

　5
月
16
日（
木
）９
時
〜
12
時

問
合
せ

　新
南
陽
総
合
支
所
地
域

政
策
課
☎
０
８
３
４‐
61
‐
４
２
１
６

認
知
症
介
護
相
談
会

対
象

　認
知
症
介
護
を
し
て
い
る
家

族
、認
知
症
介
護
に
関
心
の
あ
る
人

日
時

　5
月
20
日（
月
）10
時
〜
12
時

場
所

　ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛

内
容

　相
談
会
、家
族
会
に
よ
る
座

談
会

申
込
み

　5
月
7
日（
火
）か
ら
、電

話
で
、熊
毛
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

☎
０
８
３
３‐
92
‐
０
０
１
３
、高
齢

者
支
援
課
介
護
予
防
担
当
☎
０
８
３

４‐
22‐８
４
６
２保

健

献
血（
４
０
０
㎖
限
定
）の
日
程

日
時
と
場
所

　▼
5
月
4
日（
祝
）9

時
〜
12
時
、13
時
15
分
〜
16
時
、永
源

山
公
園
▼
7
日（
火
）14
時
〜
16
時
、

泉
原
病
院

▼
16
日（
木
）10
時
〜
12

時
、13
時
15
分
〜
16
時
、市
役
所
本
庁

舎
▼
21
日（
火
）9
時
30
分
〜
12
時
、市

役
所
徳
山
港
町
庁
舎
▼
22
日（
水
）9

時
30
分
〜
12
時
、新
南
陽
総
合
支
所

▼
30
日（
木
）▽
9
時
30
分
〜
11
時
30

分
、徳
山
税
務
署
▽
13
時
30
分
〜
16

お
知
ら
せ

ご
み
出
し
日
と
分
別
方
法
が

容
易
に
確
認
で
き
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
し
ま
す
。ア
プ
リ
は

一
度
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
れ
ば
、端

末
本
体
に
保
存
さ
れ
る
の
で
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
時
以
外
、通
信

費
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

開
始
日

　５
月
１
日（
水
）〜

ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
方
法

　

二
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ

イ
ト
に
接
続
の
上
、ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

リ
サ
イ
ク
ル
担
当
☎
０
８
３
４‐

61
‐
０
３
０
３

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用

ご
み
の
分
別
無
料
ア
プ
リ
の
提
供

android用iOS用
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市
の
指
定
文
化
財
と
し
て「
神

上
神
社
文
書
」を
新
た
に
指
定

３
月
26
日（
火
）、神
上
神
社
文
書

を
市
の
指
定
文
化
財
と
し
て
、新
た

に
指
定
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、神
上
神

社（
下
上

）に
残
さ
れ
て
い
た
中
世

か
ら
近
世
に
か
け
て
の
古
文
書
30
通

で
、市
内
で
は
最
古
級
の
も
の
で
す
。

陶
氏
や
毛
利
氏
な
ど
時
の
権
力
者
と

神
社
と
の
関
係
が
記
さ
れ
て
お
り
、

特
に
陶
氏
に
関
す
る
文
書
は
残
存
す

る
も
の
が
少
な
く
、大
変
貴
重
で
す
。

名
称
　
神
上
神
社
文
書（
こ
う
の
う

え
じ
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ょ
）

種
別
　
有
形
文
化
財（
古
文
書
）

問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
保

護
担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
６
７
７

都
市
計
画
変
更
に
関
す
る
説
明

会
・
公
聴
会

対
象
　
周
南
地
区
食
肉
セ
ン
タ
ー

（
と
畜
場
）の
廃
止

日
時
　
▼
説
明
会
…
５
月
９
日（
木
）

19
時
〜
▼
公
聴
会
…
５
月
23
日（
木
）

19
時
〜

場
所
　
新
開
作
南
公
会
堂

公
述
の
申
し
出
　
５
月
16
日（
木
）ま

で
に
、公
述
申
出
書
を
、持
参
・
郵
送

（
消
印
有
効
）で
、〒
７
４
５‐８
６
５
５

岐
山
通
１‐
１
都
市
計
画
課
都
市
計

画
担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
４
２
７

※ 

公
述
の
申
し
出
が
な
い
場
合
、公

聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

※ 

同
様
の
意
見
が
多
数
あ
る
場
合
、

公
述
人
を
選
定
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

都
市
計
画
素
案
の
縦
覧

日
時
　
５
月
２
日（
木
）〜
23
日（
木
）、

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日
曜

日
・
祝
日
を
除
く
）

場
所
　
都
市
計
画
課

問
合
せ
　
都
市
計
画
課
都
市
計
画

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
４
２
７

人
権
擁
護
委
員
の
交
代

退
任
　
倉
増
幸
生
さ
ん

新
任
　
▼
宮
本
吉
光
さ
ん（
鹿
野
上
）

☎
０
８
３
４‐
68
‐
２
３
９
９
▼
福
田

尚
子
さ
ん（
福
川

）☎
０
８
３
４‐

63
‐
５
８
２
６

問
合
せ
　
人
権
推
進
課
人
権
推
進

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
４
５
６

新
規
排
水
設
備
指
定
工
事
店

工
事
店
名
　
中
原
設
備
工
業（
山
口

市
）☎
０
８
３‐９
０
２‐５
２
０
１

問
合
せ
　
上
下
水
道
局
下
水
道
工

務
課
☎
０
８
３
４‐22‐８
６
３
１

庁
舎
建
設
に
関
す
る
説
明
会

平
成
24
年
度
に
策
定
し
た「
周
南

市
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」の
概
要
を

説
明
し
ま
す
。

日
時
と
場
所
　
▼
５
月
18
日（
土
）10

時
〜
…
徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
19
日

（
日
）10
時
〜
…
勝
間
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー

▼
25
日（
土
）10
時
〜
新
南
陽
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
26
日（
日
）10
時
〜

…
コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

問
合
せ
　
総
務
課
庁
舎
建
設
準
備

室
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
２
２
１

ワ
ン
ワ
ン
銀
行

生
後
３
週
間
か
ら
３
か
月
ま
で

の
、子
犬
の
譲
渡
会
で
す
。

日
時
　
5
月
19
日（
日
）９
時
〜
10
時

（
雨
天
の
場
合
は
、26
日（
日
）に
延
期
）

※ 

犬
の
譲
渡
が
終
わ
ら
な
い
場
合

は
、12
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

場
所
　
大
迫
田
墓
地
前

問
合
せ
　
環
境
政
策
課
生
活
衛
生
・

簡
易
水
道
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐
８

３
２
２

福
祉

重
度
心
身
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給

対
象
　
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
、20
歳
未
満
の
障
害
が
あ
る

児
童
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
保
護

者
で
、市
内
に
在
住
し
、６
か
月
以

上
居
住
し
て
い
る
人

障
害
児
の
要
件
　
▼
身
体
障
害
者
手

帳
１
〜
３
級
、療
育
手
帳
Ａ
、精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２
級
の

募
集友

好
親
善
訪
問
団
員
を
募
集

市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ラ

ン
ダ
・
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
、現
地
の
青
少
年
と

交
流
を
図
り
、国
際
理
解
や
国
際

感
覚
を
高
め
、両
市
の
友
好
を
深

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
と
定
員
　
市
内
に
在
住
す
る

▼
中
学
生
…
10
人
▼
高
校
生（
徳
山

高
専
３
年
生
ま
で
を
含
む
）…
５
人

※ 

書
類
審
査
の
後
、定
員
を
超

え
る
場
合
は
、抽
選
で
決
定

し
ま
す
。

期
間
　
8
月
1
日（
木
）〜
10
日

（
土
）の
９
泊
10
日

助
成
金
　
旅
費
の
2
分
の
１
以

内（
限
度
額
15
万
円
）

申
込
み
　
５
月
24
日（
金
）ま
で

に
、国
際
交
流
推
進
室
や
各
総

合
支
所
、市
内
の
中
学
校
・
高
校

で
配
布
す
る
申
込
書
、学
校
長

の
意
見
書
・
同
意
書
、保
護
者
の

確
認
書
・
承
諾
書
、作
文
を
、持

参
・
郵
送（
消
印
有
効
）で
、〒
７

４
５‐０
０
４
５
徳
山
港
町
１‐１

観
光
交
流
課
国
際
交
流
推
進
室

募
集
説
明
会

姉
妹
都
市
の
紹
介
や
応
募
方

法
に
つ
い
て
、説
明
し
ま
す
。

対
象
　
友
好
親
善
訪
問
団
に
関

心
が
あ
る
市
内
在
住
の
中
・
高

校
生
、保
護
者

日
時
　
5
月
11
日（
土
）10
時
〜

11
時

場
所
　
市
民
館

申
込
み
　
5
月
10
日（
金
）ま
で

に
、氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
電

話
番
号
を
、電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

E
メ
ー
ル
で
、観
光
交
流
課
国

際
交
流
推
進
室
☎
０
８
３
４‐

22
‐
８
５
９
１
・

０
８
３
４‐

22
‐
８
３
７
５
・

kokusai@
city.shunan.lg.jp

い
ず
れ
も

問
合
せ
　
観
光
交
流
課
国
際
交

流
推
進
室
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８

５
９
１

友
好
親
善
訪
問
団

〜
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
〜
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選
考
　
書
類

申
込
み
　
５
月
７
日（
火
）〜
６
月
10

日（
月
）ま
で
に
、申
込
書
を
、持
参
・

郵
送
で
、〒
７
４
５‐
０
０
０
４
毛
利

町
２‐
２
教
育
政
策
課
教
育
政
策
担

当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
５
３
２

市
食
育
推
進
協
賛
事
業
者

市
で
は
、市
食
育
推
進
計
画
し
ゅ

う
な
ん
食
の「
わ
」プ
ラ
ン
の
推
進
に
当

た
り
、食
育
推
進
事
業
を
協
働
し
て

実
施
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
の
農
林
漁
業
者
、食
品

関
連
事
業
者
な
ど

内
容
　
▼
店
舗
窓
口
・
代
理
店
な
ど

の
、本
市
の
食
育
推
進
事
業
の
ポ
ス

タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
掲
示

や
配
布
▼
市
食
育
推
進
協
賛
事
業

者
の
広
報
媒
体
の
活
用
に
よ
る
本
市

の
食
育
推
進
事
業
の
啓
発
▼
市
と
協

働
し
た
食
育
推
進
事
業
の
展
開
、イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
▼
市
食
育
推
進

協
賛
事
業
者
が
実
施
す
る
食
育
推

進
事
業
の
市
へ
の
資
料
提
供

問
合
せ
　
健
康
増
進
課
食
育
推
進

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
５
５
３

棚
田
で
親
子
農
業
体
験
交
流

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
家
族

日
時
　
５
月
〜
12
月（
全
６
回
）

場
所
　
中
須
北
地
区

内
容
　
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど

定
員
　
30
家
族（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
年
間
１
万
円（
１
家
族
）

と
、小
学
生
以
上
１
人
１
回
１
０
０

円（
食
事
代
）

申
込
み
　
５
月
７
日（
火
）か
ら
、電

話
で
、農
林
課
農
政
畜
産
担
当
☎
０

８
３
４‐
22
‐
８
３
５
６

介
護
予
防
教
室
の
実
施
者

対
象
　
▼
一
般
高
齢
者
向
け
の
教
室

を
開
催
で
き
る
法
人
ま
た
は
個
人
▼

要
介
護
状
態
な
ど
と
な
る
お
そ
れ
の

高
い
高
齢
者
向
け
の
教
室（
送
迎
付

き
）を
開
催
で
き
る
法
人
ま
た
は
個
人

※ 

詳
細
は
、プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
要

い
ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る
在
宅
の
人

▼
児
童
相
談
所
や
知
的
障
害
者
更
生

相
談
所
で
、知
的
障
害
の
程
度
が
重

度
・
中
度
と
判
定
さ
れ
た
在
宅
の
人

支
給
月
額
　
障
害
の
程
度
に
よ
り
、

２
５
０
０
円
ま
た
は
４
２
０
０
円

申
込
み
　
印
鑑
・
障
害
名
や
等
級
が

確
認
で
き
る
手
帳
な
ど
・
保
護
者
名

義
の
預
・
貯
金
通
帳
を
、障
害
者
支
援

課
障
害
者
福
祉
担
当
☎
０
８
３
４‐
22

‐８
３
８
７
、各
総
合
支
所
福
祉
担
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

対
象
　
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
、20
歳
未
満
の
障
害
が
あ
る

児
童
を
監
護
す
る
父
母
、ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

障
害
児
の
要
件
　
▼
精
神
の
発
達
が

遅
滞
し
て
い
る
た
め
、日
常
生
活
で

著
し
い
制
限
を
受
け
る
状
態
に
あ
る

▼
身
体
に
中
度
以
上
の
障
害
が
あ

る
、ま
た
は
長
期
の
安
静
を
必
要
と

す
る
状
態
に
あ
る
▼
統
合
失
調
症
や
、

そ
う
う
つ
病
、て
ん
か
ん
症
な
ど
の
精

神
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
、日
常
生
活
で

著
し
い
制
限
を
受
け
る
状
態
に
あ
る

※ 

支
給
要
件
に
は
、障
害
年
金
の
受

給
や
福
祉
施
設
に
入
所
、受
給
者

の
所
得
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
　
印
鑑
・
戸
籍
の
全
部
事
項

証
明
書
・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写

し
・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
・
診
断
書
・
保
護
者
名
義
の
預
・

貯
金
通
帳
を
、障
害
者
支
援
課
障
害

者
福
祉
担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３

８
７
、各
総
合
支
所
福
祉
担
当

子
育
て

児
童
福
祉
週
間

５
月
５
日（
祝
）か
ら
11
日（
土
）ま

で
は
、児
童
福
祉
週
間
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

願
い
、啓
発
事
業
の
一
環
と
し
て
、

市
役
所
本
庁
舎
の
屋
上
や
徳
山
動

物
園
に
５
月
11
日（
土
）ま
で
、こ
い

の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
す
。

問
合
せ
　
こ
ど
も
家
庭
課
こ
ど
も
未

来
担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
４
５
７

募
集

市
奨
学
生

経
済
的
な
理
由
で
、修
学
が
困
難
な

場
合
に
、奨
学
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

対
象
と
貸
付
月
額
　
▼
国
公
立
の
高

校
な
ど
に
在
学
す
る
人
…
１
万
８
０

０
０
円
▼
私
立
の
高
校
な
ど
に
在
学

す
る
人
…
２
万
４
０
０
０
円
▼
大
学
・

専
修
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
人
…
３

万
５
０
０
０
円

定
員
　
25
人
程
度

福
祉

両
は
除
き
ま
す
。

※ 

障
害
の
程
度
に
よ
り
、対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

持
参
物
　
▼
印
鑑
▼
普
通
自
動

車
運
転
免
許
証
▼
平
成
25
年
度

の
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

（
５
月
上
旬
に
発
送
予
定
）▼
身

体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手

帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
▼
障

害
が
あ
る
人
と
生
計
を
同
じ
に

す
る
人（
常
時
介
護
を
す
る
人
）

が
運
転
す
る
場
合
は
、扶
養
が

確
認
で
き
る
健
康
保
険
証
な
ど

申
請
期
限
　
５
月
31
日（
金
）

申
請
場
所
　
課
税
課
市
民
税
担

当
、各
総
合
支
所
税
担
当
、各
支
所

問
合
せ
　
課
税
課
市
民
税
担
当

☎
０
８
３
４‐
22‐
８
２
７
３
・

０
８
３
４‐
33
‐
７
７
０
６

身
体
障
害
者
や
知
的
障
害
者
、

重
度
精
神
障
害
者
が
納
税
義
務

者
で
あ
る
自
家
用
軽
自
動
車
、

ま
た
は
身
体
障
害
者
と
生
計
を

同
じ
に
す
る
人
が
所
有
す
る
自

家
用
軽
自
動
車
で
、障
害
が
あ

る
人
が
生
業
・
通
院
・
通
学
な
ど

に
使
用
す
る
場
合
に
、障
害
の
区

分
や
程
度
に
よ
っ
て
軽
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、障
害
が
あ
る
人
が
運

転
す
る
場
合
の
ほ
か
、障
害
が
あ

る
人
と
生
計
を
同
じ
に
す
る
人

や
、身
体
障
害
者
な
ど
の
み
で
構

成
さ
れ
る
世
帯
の
障
害
が
あ
る

人
を
、常
時
介
護
す
る
人
が
運

転
す
る
場
合
も
減
免
さ
れ
ま
す
。

※ 

減
免
は
、障
害
が
あ
る
人
１

人
に
つ
き
普
通
自
動
車
を
含

め
て
１
台
と
し
、事
業
用
車

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
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領
に
あ
り
ま
す
。

要
領
配
布
期
間
　
5
月
8
日（
水
）〜

17
日（
金
）ま
で

提
出
期
間
　
5
月
28
日（
火
）〜
31
日

（
金
）に
、参
加
表
明
書
な
ど
必
要
資

料
を
、持
参
で
、高
齢
者
支
援
課
介

護
予
防
担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
４

６
２棚

田
オ
ー
ナ
ー

中
須
北
地
区

の
棚
田
で
、地
元

農
家
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、米
作
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

内
容
　
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で

※ 

水
の
管
理
は
、受
け
入
れ
農
家
が

行
い
ま
す
。

定
員
　
5
組（
受
け
付
け
順
）

料
金
　
年
間
3
万
円（
１
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
）

申
込
み
　
５
月
７
日（
火
）か
ら
、電
話

で
、農
林
課
農
政
畜
産
担
当
☎
０
８

３
４‐
22
‐
８
３
５
６

催
し

鳥
上
洋
子
・
ソ
プ
ラ
ノ
の
夕
べ

春
に
ま
つ
わ
る
歌
曲
な
ど
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

日
時
　
５
月
18
日（
土
）19
時
〜
20
時

場
所
　
中
央
図
書
館

定
員
　
70
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
５
月
７
日（
火
）〜
16
日（
木
）

に
、電
話・フ
ァ
ク
ス・
E
メ
ー
ル
で
、中

央
図
書
館
☎
０
８
３
４‐22‐８
６
８
２・

０
８
３
４‐
27‐１
４
６
６・

tosh
okan@

city.shunan.lg.jp

看
護
の
日
記
念
行
事

期
日
　
５
月
18
日（
土
）13
時
〜
15
時

内
容
　
血
管
年
齢
測
定
、血
糖
測

定
、体
脂
肪
測
定
、乳
が
ん
セ
ル
フ
チ

ェッ
ク
な
ど

場
所
　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
周
南

参
加
料
　
無
料

問
合
せ
　
新
南
陽
市
民
病
院
☎
０
８

３
４‐
61‐２
５
０
０
、地
域
医
療
課
病

院
管
理
室
☎
０
８
３
４‐
61‐３
０
９
２

今
月
の
市
民
活
動
ギ
ャ
ラ
リ
ー

食
事
の
大
切
さ
を
伝
え
る
活
動

を
し
て
い
る
ア
ケ
ミ
ー
ズ
キ
ッ
チ
ン

が
、食
育
料
理
講
座
の
様
子
を
写
真

や
レ
シ
ピ
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

日
時
　
5
月
２
日（
木
）〜
30
日（
木
）

▼
平
日
…
８
時
30
分
〜
22
時
▼
土
・

日
曜
日
・
祝
日
…
９
時
〜
20
時

※ 

7
日（
火
）、21
日（
火
）は
、休
館
し

ま
す
。

場
所
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
４‐
33‐７
７
０
０

大
田
原
自
然
の
家

の
催
し

米
こ
め
田
植
え
大
作
戦

日
時
　
6
月
２
日（
日
）9
時
30
分

〜
15
時

内
容
　
田
植
え
体
験
、か
し
わ
餅
を

作
ろ
う
、里
山
探
検
な
ど

参
加
料
　
▼
幼
児
…
6
０
０
円
▼
小

学
生
以
上
…
7
０
０
円（
昼
食
代
・

保
険
料
・
消
耗
品
な
ど
）

ね
ん
ど
で
あ
そ
ぼ
う
！

日
時
　
6
月
２
日（
日
）10
時
〜
15
時

内
容
　
親
子
で
陶
芸
作
品
作
り

参
加
料
　
▼
幼
児
…
５
０
０
円
▼
小

学
生
以
上
…
６
０
０
円（
昼
食
代
・
保

険
料
）▼
粘
土
代（
１
㎏
）…
５
０
０
円

い
ず
れ
も

対
象
　
幼
児
〜
中
学
生
ま
で
の
子

ど
も
と
、そ
の
家
族

場
所
　
大
田
原
自
然
の
家

定
員
　
10
家
族
程
度（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、抽
選
）

申
込
み
　
5
月
20
日（
月
）ま
で
に
、大
田

原
自
然
の
家
☎
０
８
３
４‐
89‐０
４
６
１

星
空
観
望
会

日
時
　
5
月
17
日（
金
）〜
19
日（
日
）

19
時
〜
22
時（
曇
天
や
雨
天
の
場
合

は
、中
止
）

場
所
　
コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

内
容
　
月
、木
星
と
土
星
、春
の
星

座
な
ど
を
観
察（
自
動
追
尾
式
望
遠

鏡
２
台
使
用
）

参
加
料
　
無
料

問
合
せ
　
鹿
野
公
民
館
☎
０
８
３
４

‐
68‐２
０
９
４講

座・講
演

県
立
大
周
南
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ

対
象
　
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人

期
日
と
内
容
　
▼
5
月
25
日（
土
）…

ゆ
っ
く
り
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
運
動
で
こ
こ

ろ
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ▼
6
月
１

日（
土
）…
10
万
時
間
の
過
ご
し
方
▼

募集

アサガオやゴーヤなどのツル性植物を育てて作る、みど
りのカーテンは、夏の日差しを和らげ、室温の低下を促し、冷
房費の節減と二酸化炭素排出量の削減につながります。
市では、市民の皆さんが設置した、みどりのカーテン

の横幅を足して、総延長を伸ばす、のびのび大作戦の参
加者を募集します。
対象　市内に在住する人、または市内の事業所など
期間　６月３日（月）～９月30日（月）
申 込み　みどりのカーテン設置の写真・横幅・設置効果
などのコメント・住所・氏名・電話番号・市ホームペー
ジへの氏名や住所の掲載の可否を、持参・郵送・Ｅメー
ルで、〒７４５‐８６５５岐山通１‐１環境政策課環境政策担
当☎０８３４‐22‐８３２４・ ０８３４‐22‐８３２５・ kank
yo@city.shunan.lg.jp

みどりのカーテン設置講習会
みどりのカーテンの設置方法や注意点、設置事例など

を紹介します。
参加者には、ゴーヤの苗を無料で配布します。

日時　５月23日（木）14時30分～16時
場所　文化会館
定員　１００人（受け付け順）
申 込み　５月7日（火）～17日（金）に、住所・氏名・電話番号
を、持参・郵送・電話・ファクス・Ｅメールで、〒７４５‐８６５５
岐山通１‐１環境政策課環境政策担当☎０８３４‐22‐８３２４・
０８３４‐22‐８３２５・ kankyo@city.shunan.lg.jp

みどりのカーテン総延長
のびのび大作戦の参加者

2013.5.113



８
日（
土
）…
忘
れ
て
も
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
ヒ
ン
ト
▼
15
日（
土
）…
高
齢
期
に
な

っ
て
、も
う
一
度
家
族
と
向
き
合
っ
て

時
間
　
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
　
徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
40
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
１
５
０
０
円（
全
４
回
）

持
参
物
　
５
月
25
日（
土
）…
動
き
や

す
い
服
装
、運
動
靴
、タ
オ
ル
、飲
み
物

申
込
み
　
５
月
７
日（
火
）〜
20
日

（
月
）に
、住
所・氏
名・電
話
番
号
を
、

郵
送・電
話・フ
ァ
ク
ス・E
メ
ー
ル
で
、

〒
７
４
５‐０
０
７
１
岐
山
通
１‐４
中

央
公
民
館
内
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３
４‐
22‐
８
６
９
０・
０
８
３

４‐
22‐
8
８
１
６
・

chuo-ko@
city.shunan.lg.jp

周
南
市
版
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
講
習
会
〜
春
バ
ー
ジ
ョ
ン
〜

市
で
は
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
望

ま
し
い
食
生
活
の
実
践
に
よ
り
、健

康
で
豊
か
な
生
活
を
手
に
入
れ
る
こ

と
を
目
的
に
、市
に
伝
わ
る
郷
土
料

理
や
行
事
食
を
中
心
と
し
た
、周
南

市
版
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
活
用

し
た
春
バ
ー
ジ
ョ
ン
料
理
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
在
住
、ま
た
は
通
勤

す
る
人

日
時
　
５
月
28
日（
火
）９
時
30
分
〜

13
時

場
所
　
徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
25
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
5
０
０
円（
調
理
材
料
費
）

持
参
物
　
筆
記
用
具
・エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
布
巾
１
枚

申
込
み
　
５
月
７
日（
火
）〜
17
日

（
金
）に
、住
所・氏
名・電
話
番
号
を
、

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、健
康
増
進
課
食

育
推
進
担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
５

５
３
・
０
８
３
４‐
22
‐
８
５
５
５

生
涯
し
ゃ
っ
き
り
講
座

65
歳
か
ら
の
運
動
〜
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

だ
け
で
大
丈
夫
？
〜

対
象
　
65
歳
以
上
の
人（
運
動
制
限

の
あ
る
人
、３
か
月
以
内
に
膝
痛
・

腰
痛
の
あ
る
人
、要
支
援
・
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
）

日
時
　
５
月
31
日（
金
）10
時
〜
11

時
30
分

場
所
　
徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
自
分
の
体
を
知
り
、自
分
に

合
っ
た
方
法
で
の
運
動
指
導
や
講
話

講
師
　
和
木
宏
泰
さ
ん（
健
康
運
動

指
導
士
）

持
参
物
　
運
動
で
き
る
服
装
、運
動

靴
、飲
み
物
、タ
オ
ル

定
員
　
50
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
５
月
７
日（
火
）か
ら
、高

齢
者
支
援
課
介
護
予
防
担
当
☎
０

８
３
４‐
22
‐
８
４
６
２

2013.5.1 14

■ 春季弓道初心者教室
●対象／一般・初心者および経験者
●日時／5月10日（金）～6月10日（月）
▼昼の部…10時～11時30分▼夜の
部…19時～20時30分●場所／キリ
ンビバレッジ周南総合スポーツセンタ
ー ●参加料／2,000円●問合せ／
体育協会☎0834-28-8311

■山野草盆栽銘品展
●日時／5月11日（土）9時～17時、
12日（日）9時～16時※11日・12日
とも9時から即売あり●場所／市民
館 ●入場料／無料●問合せ／周南
山草会入江さん☎0834-28-5544

■徳山地方郷土史研究会特別講演会
●日時／５月25日（土）13時30分～
15時●場所／市民館 ●演題／昭
和の記憶「写真家 林忠彦の生涯」●
講師／有田順一さん（美術博物館館
長）●参加料／200円（会員は無料）

●問合せ／徳山地方郷土史研究会事
務局山東さん☎0834-88-0714

■春季市民テニス大会
●対象／市内に在住・通勤・通学、ま
たは市内のクラブに在籍する人●日
時／5月26日（日）9時～●場所／キリ
ンビバレッジ周南庭球場 ●内容／
上級・一般・壮年・シニアそれぞれ男
子・女子（シングルス、ダブルス）●試
合方法／6ゲームマッチ1セット●参
加料／1人300円●持参物／ブリジ
ストン-XT8（１人１缶）●申込み／5月
10日（金）までに、日新製鋼山本さん
☎0834-63-0616

■市民グラウンドゴルフ大会
●対象／協会員や市内に在住、また
は通勤・通学する人●日時／5月26日
（日）8時40分～、予備日5月27日（月）
●場所／富田東小学校 ※予備日の
会場は市民グラウンド●参加料／▼
新南陽会員…100円▼他の会員…
300円▼一般…600円●申込み／5
月9日（木）までに、体育協会新南陽支
部☎0834-62-2678

■周南ベテラン会卓球大会
●対象／35歳以上の人●日時／6月
1日（土）8時35分～●場所／キリンビ

バレッジ周南総合スポーツセンター
●定員／504人以内●試合方法／3
混合ダブルス●参加料／1,200円
（弁当代含む）●申込み／5月9日（木）
～15日（水）までに、周南ベテラン会
橋本さん☎0834-22-9327

■薬草園散策会
　薬剤師と一緒に薬草園の散策をし
ませんか。●日時／6月2日（日）8時
50分（雨天中止）●集合場所／敦煌
周南店前 ●場所／湧永満之記念庭
園（広島県安芸高田市）●定員／約
80人（申し込み多数の場合は、抽選）
●参加料／無料●持参物／弁当、飲
み物●申込み／5月10日（金）までに、
徳山薬剤師会事務局薬草園散策会係
☎0834-39-1105

■春季市民シングルステニス大会
●日時／6月8日（土）9時～●場所／
高瀬サン・スポーツランド ●内容／
一般男子（1部、2部）、一般女子●試
合方法／トーナメント方式（6または8
ゲームマッチ）●参加料／1人▼加盟
団体…500円▼一般
…600円●申込み／6
月3日（月）までに、東ソ
ー・ハイテック越智さ
ん☎0834-62-1588

皆さんの活動耳より情報

伝言板

徳山地域 新南陽地域 熊毛地域 鹿野地域　市ホームページ http://www.city.shunan.lg.jp/



市以外からのお知らせ

掲示板 　市役所で、カメラやパソコ
ンなどが処分できると聞い

たのですが。

　市では、貴金属やレアメタ
ル、アルミなどの貴重な金属
資源を回収・リサイクルするた

め、「使用済小型家電回収ボックス」を
設置しました。
　電話機やカメラ、小型のパソコン、
電子ゲーム機、リモコン、ヘアドライヤ
ーなどが対象で、回収ボックスの投入口
（20㎝×40㎝）に入るものに限ります。

　回収ボッ
クスは、市
役 所 本 庁
舎、各総合
支所、リサイクルプラザに設置してあ
り、それぞれの開庁・開館時間内に利
用できます。
　従来同様、「燃やせないごみ」として
の収集もしています。（パソコンを除く）
　限りある資源の有効活用に、協力
をお願いします。
問 合せ　リサイクル推進課リサイクル
担当☎0834-61-0303

しゅうなん
メールサービス

なん
メールサービス
しゅう

【人口】150,383人（前月比 －582人）

［男］72,553人（前月比 －333人）
［女］77,830人（前月比 －249人）
●出生90人 ●死亡176人
●転入656人 ●転出1,152人

【世帯】67,579世帯（前月比 －54世帯）

■看護の日
●日時／5月10日（金）8時30分～12
時●場所／周南記念病院（下松市）●
内容／身体測定、健康相談、栄養相
談、エレクトーン演奏など●問合せ／
周南記念病院地域医療連携室☎
0833-45-3320

■看護の日
　～自分で守ろう自分の健康！～
●日時／5月15日（水）9時30分～15
時●場所／徳山中央病院●内容／
講演会、身体測定、介護品展示、相談
コーナーなど●問合せ／徳山中央病
院☎0834-28-4411

■ねんきん・労働無料相談会
●日時／５月18日（土）10時～12時
●場所／徳山社会福祉センター●
内容／個別相談会●持参物／年金
手帳、年金証書、職歴のメモなど●
問合せ／山口県社会保険労務士会
徳山支部☎0834-83-3883

■憲法週間に関わる無料法律相談
●日時／５月２２日（水）１０時～１２時、
13時～１５時●場所／周南地区法律
相談センター ●相談員／弁護士●
定員／２４人（受け付け順）●申込み／
５月１５日（水）９時から、山口県弁護士
会周南地区会☎０８３４-３１-４０２９

■悪質商法に注意しましょう
　訪問販売業者の中には、悪質な方
法で契約を迫る業者がいます。これら
の被害にあわないために、うまい話を
信用しない・相談する・すぐに契約しな
い・はっきり断るなどして注意しましょ
う。●悪質商法の相談電話／警察総
合相談室☎083-923-9110、周南警
察署生活安全課☎0834-21-0110

登録すると、登録された携帯電話やパソコンに、市から災
害・緊急時のお知らせや気象情報のEメールが配信され
ます。shunan@xpressmail.jpに空メールを送信し、返信
されたEメールの内容に従って登録してください。

●広報「しゅうなん」の記事で市が収集した個人情報は、当該業務に限って使用します。

周
南
市
は
、今
年
何
周
年
を
迎
え
た

で
し
ょ
う
？

①
10
周
年

②
15
周
年

③
20
周
年

応
募
方
法
　
５
月
10
日（
金
）必
着

で
、ク
イ
ズ
の
答
え
・
市
政
や
市
広

報
の
記
事
に
対
す
る
意
見
や
感
想
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、

は
が
き
で
、〒
７
４
５‐８
６
５
５
岐

山
通
１‐１
広
報
情
報
課
広
報
担
当

前
回
の
答
え
　②
も
や
い
ネ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー

当
選
者
　
中
野
由
起
子
さ
ん
、渡

辺
千
枝
子
さ
ん
、

山
本
博
美
さ
ん
、

大
田
純
朗
さ
ん
、

坂
本
典
子
さ
ん

（
応
募
総
49
通
）

8件（平成25年の累計20件）

死者数0人（平成25年の累計0人）
負傷者数81人（平成25年の累計226人）

愛情たっぷり！
大好き 学校給食
（5月放送分）

■シティーケーブル周南（12チャンネル）
　毎日6時・15時・22時
■Kビジョン（アナログ11チャンネル・デ
ジタル12チャンネル）
　毎日6時30分・14時・24時30分
■メディアリンク（アナログ5チャンネル）
　毎日7時・14時・21時
■岐北テレビ（12チャンネル）
　毎日6時・12時・19時30分・23時
■市政だよりバックナンバー
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/catv/

市政情報番組 周南市市政だより

市ホームページ 広報しゅうなん
■広報しゅうなん（pdfファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/

■音訳広報（mp3ファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/voice/

正解者の中から
抽選で5人に
図書カードを
プレゼント

プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ

人のうごき（3月31日現在）

周南市数字で見る

火災件数（3月の発生件数）

交通事故件数（3月の発生件数） 

5月の納付
固定資産税 1期
軽自動車税 

2013.5.115



広
報
し
ゅ
う
な
ん
  編
集
／
周
南
市
広
報
情
報
課
  〒
745-8655周

南
市
岐
山
通
1-1 ☎

0834-22-8232 
0834-22-8224  　

 
http://www.city.shunan.lg.jp/ 

info@city.shunan.lg.jp（
そ
の
他
の
課
はトッ

プ
ペ
ー
ジ
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
）

広告の内容については、直接広告主に問い合わせてください。
広告掲載の申し込みは、株式会社ふじたプリント社☎0834-25-1600まで。

広　告
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